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　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大學生産技術研究所長　　　瀬　　　藤　　　象　　　二ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　昭和25年の初頭に際し，我が生産技術研究所として過ぎ去つた年の出來事に野する回顧と新しい年に封する希望に

ついて語り．併せて「生産研究」の讃者諸君と同學同好の誼みによる蓮契を深めるよすがとしたい．

　我々の研究所が設置ぜられてから7ヵ月を経た．昨年11月12日，13日爾日に催された開所式並びに開所披露にお

いて所員の研究成果48件の展示會を行つたが，’その中には我が國のみならず世界の學術界にも薪らしい試みとして特

筆に値するものが相當籔含まれせい氾『これ等の研究成果ほ既に窒用に供せられているものもあり，或は叉近き將來に

實際に鷹用せられよゲとしているものもある．　　　　　　　　　　’．　　　　　　　　，

　我々が，研究所の使命として，そCi　5達成に力を壷すことを決意したところのものは，現下の我が日本として，何とし

てでも達成しなければならない事柄であると同時に，叉至難の事業でもある．一方，第二工學部として，學生の激育に

逡憾なきを期する任務と，研究所の使命達成との，二重の負澹を荷いつつ進む墜遜期にあることを想えぱ，我々がこの

7カ月の間に威し來つたところのものは，決して理想的とは言えない迄も，或る程度の効果を暴げたと言えると思う．

　併し本來學者，教育者としての輕歴を，長年月の間綾けて來た教授，助教授の諸君を以て成る研究陣容であるから，

實際問題の解決に乗り出すことを決意したとて，一朝一夕に攣り得ないことも，叉認めねぱならない．

　本年3月には學部の3年生が卒業し，4月以降は新3年生のみの教育が残るのであつて，卒業研究の指導が教育活動

の中心となるから，研究所としての活動も，昨年に倍して活濃となることは期待し得る．この新らしい事情の攣化を眞

に有効に活用することが要望せられるのである．大事は一一maにして成らず，隠忍持久不擁の精紳を堅持して一・歩一歩そ

の目標に近づく外ない．我々の研究所もその心持を持ち綾けることによつて成果を學げ得るであろう．

　「生産研究」の讃者諸君には，誌上で我々の活動状況を知つて貰うより外には，適當な方法にないのであるが，「生産　’

研究」は我々素人の編集によるために隔靴掻痒の感がないでもない．或は叉虞蜜を傳えることにおいて爾未だ不充分な

融も多いと思う・併し漸を追うて改善して行つて・同學同好の士を以て我が國の當面する経濟再建の急務を蓮成し，進

んでは東亜，更に大きくしては世界人類の幅証塘進に貢献することが可能であると信ずる．これを目標として薪らしい

年における薪らしい構想の源泉となることを念願ウるものである．（1950・1・1）　　．　　　　　　『　　　　　　　，
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